
2024年2月21日

報道関係者各位　　　　　　　　　　　　九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センター

第30回海辺の教室 in熊本・八代

～球磨川河口干潟で多世代で語り合う、人と生きものと海のつながりの未来～を開

催しました！

2024年2月17日（土）【球磨川河口干潟/桜十字ホールやつしろ】

九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センターは、福岡と熊本でそれぞれの環境を学び、活動する

ユースたちの交流を目的として、2024年2月17日（土）に『第30回海辺の教室 in熊本・八代～球磨川河口干潟で

多世代で語り合う、人と生きものと海のつながりの未来～』を開催いたしました。

本ツアーでは、第28回海辺の教室（https://umitsunagi.jp/report/1778）の関連イベントとして、前回に引き続き、共

催者に次世代のためにがんばろ会が運営するエコユースやつしろ（熊本県八代市）を迎え、福岡県立新宮高等学校

（福岡県糟屋郡）と九州大学の生物研究部野鳥班の学生が参加し、球磨川河口干潟での自然観察とユースの交

流、河床掘削事業の残土を活用しその環境を造成する国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所の取り組

みについて学びました。

このイベントは、次世代へ豊かで美しい海を引き継ぐために、海を介して人と人とがつながる“日本財団「海と日本プ

ロジェクト」”の一環です。

https://umitsunagi.jp/report/1778%EF%BC%89%E3%81%AE%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%80%81%E5%89%8D%E6%9C%9F%E3%81%AB%E5%BC%95%E3%81%8D%E7%B6%9A%E3%81%8D%E5%85%B1%E5%82%AC%E8%80%85%E3%81%AB%E3%80%81%E6%AC%A1%E4%B8%96%E4%BB%A3%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%8C%E3%82%93%E3%81%B0%E3%82%8D%E4%BC%9A%E3%81%8C%E9%81%8B%E5%96%B6%E3%81%99%E3%82%8B%E3%82%A8%E3%82%B3%E3%83%A6%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%84%E3%81%A4%E3%81%97%E3%82%8D%EF%BC%88%E7%86%8A%E6%9C%AC%E7%9C%8C%E5%85%AB%E4%BB%A3%E5%B8%82%EF%BC%89%E3%82%92%E8%BF%8E%E3%81%88%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E7%AB%8B%E6%96%B0%E5%AE%AE%E9%AB%98%E7%AD%89%E5%AD%A6%E6%A0%A1%EF%BC%88%E7%A6%8F%E5%B2%A1%E7%9C%8C%E7%B3%9F%E5%B1%8B%E9%83%A1%EF%BC%89%E3%81%A8%E4%B9%9D%E5%B7%9E%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E3%81%AE%E7%94%9F%E7%89%A9%E7%A0%94%E7%A9%B6%E9%83%A8%E9%87%8E%E9%B3%A5%E7%8F%AD%E3%81%AE%E5%AD%A6%E7%94%9F%E3%81%8C%E5%8F%82%E5%8A%A0%E3%81%97%E3%80%81%E7%90%83%E7%A3%A8%E5%B7%9D%E6%B2%B3%E5%8F%A3%E5%B9%B2%E6%BD%9F%E3%81%A7%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%84%B6%E8%A6%B3%E5%AF%9F%E3%81%A8%E3%80%81%E6%B2%B3%E5%BA%8A%E6%8E%98%E5%89%8A%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%AE%E6%AE%8B%E5%9C%9F%E3%82%92%E6%B4%BB%E7%94%A8%E3%81%97%E3%81%9D%E3%81%AE%E7%92%B0%E5%A2%83%E3%82%92%E9%80%A0%E6%88%90%E3%81%99%E3%82%8B%E5%9B%BD%E5%9C%9F%E4%BA%A4%E9%80%9A%E7%9C%81%E5%85%AB%E4%BB%A3%E6%B2%B3%E5%B7%9D%E5%9B%BD%E9%81%93%E4%BA%8B%E5%8B%99%E6%89%80%E3%81%AE%E5%8F%96%E3%82%8A%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E5%AD%A6%E3%81%B3%E3%81%BE%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82


　イベント概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・開催概要　：第28回海辺の教室（https://umitsunagi.jp/report/1778）の関連イベントとして、福岡　　　　　　　と熊本

のユースの交流と、球磨川河口干潟での希少鳥類のクロツラヘラサギや渡り鳥の生息

　　　　　　　環境を中心にした自然観察。球磨川の治水目的の河床掘削土砂を自然再生に活用した河口干

　　　　　　　潟再生についての勉強会。

・日　　程　：　2024年2月17日（土）7時30分～17時10分

・開催場所　：　球磨川河口干潟・桜十字ホールやつしろ

・参 加者　 ：　31名（福岡21名/熊本10名）

・共　　催　：　次世代のためにがんばろ会・エコユースやつしろ（https://www.ganbarokai.net/）

・協　　力　：　八代市教育委員会（https://www.city.yatsushiro.lg.jp/list01587.html）

　　　　　　　　国土交通省八代河川国道事務所（https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/）

　　　　　　　　八代野鳥愛好会（https://yatsushiro-birdclub.com/）

　　　　　　　　福岡県立新宮高等学校（https://singu.fku.ed.jp/Default2.aspx）

　　　　　　　　

【自然観察会】渡り鳥の越冬地に訪問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　

朝7時30分に福岡を出発し、貸切バスを使い3時間をかけて八代へと向かいました。

午前の部は、球磨川河口干潟にて八代野鳥の会会長の高野茂樹氏にご指導いただき野鳥観察を体験しました。特

に、希少鳥類のクロツラヘラサギは、世界でも6000羽程度しか生息していない鳥で、絶滅が心配されており、アジア

の国々で国際的な一斉調査が行われています。大陸で繁殖し、海を渡って九州に飛来するクロツラヘラサギが安心

して生息できるような環境を、私たちは保全しておかねばなりません。福岡の博多湾の干潟や河口にも、この鳥は飛

来しますが、数は多くありません。球磨川河口は、この鳥の国内最大級の生息地となっているので、良好な環境が

保全されていると考えてよいでしょう。特に、植物が生えている河口砂州の小島という条件を、休息場として好みま

す。今回、球磨川河口で９羽のクロツラヘラサギが観察できたのは、まさにそういった環境でした。

参加した福岡の高校生にとっては、干潟での野鳥観察は初めてでした。双眼鏡の使い方などに戸惑っていました

が、エコユースやつしろのメンバーが手慣れた手つきでサポートをしてくれる様子が伺えました。八代の方々には、

鳥が鮮明に視えるプロ用のフィールドスコープをご準備いただきました。

観察会の時間帯では、クロツラヘラサギ、ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、オナガガモ、カワウ、アオサギ、コサギ、ア

オアシシギ、ズグロカモメ、ミサゴの11種が観測できました。

野鳥観察のサポーターとして参加した九州大学生物研究部野鳥班の学生は、「野鳥との距離が近いわりにリラック

スしている様子が伺え、一度にたくさんの鴨類も見れた。」と球磨川河口干潟の感想を述べました。

自然観察会の会場は、球磨川流域の河床掘削事業で生み出される土砂を活用し、干潟の造成を行っていますが、

塩湿地の植物が茂り、ハクセンシオマネキなどの干潟の生き物も観察することができました。

https://umitsunagi.jp/report/1778%EF%BC%89%E3%81%AE%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%B3%E3%83%88%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B2%A1
https://www.ganbarokai.net/%EF%BC%89
https://www.city.yatsushiro.lg.jp/list01587.html
https://www.qsr.mlit.go.jp/yatusiro/
https://yatsushiro-birdclub.com/
https://singu.fku.ed.jp/Default2.aspx


【交流会・講話】干潟も砂浜もキーワードはエコトーン 　　　　　　　 　　　　　　　　　　

午後の部は、八代市内にある桜十字ホールにて講義室をお借りし、講話と交流会を開催しました。

講話の一人目は、国土交通省九州地方整備局八代河川国道事務所流域治水課の向田課長より、『球磨川河口の

ヨシ原再生』についてのお話をいただきました。

講話に耳を傾ける新宮高校の生徒は、普段干潟の環境とは全く異なる白砂青松の自然海岸で海浜の生物調査を

行っています。向田氏の話では、より豊かな自然環境を育成するためには水辺までなだらかな斜面が続く『エコトー

ン』の大切さを語り、新宮海岸では海岸浸食の影響で浜崖ができている現状を思い出し、これからのフィールド観察

のヒントを得ている様子でした。

続けて八代野鳥愛好会の高野会長からは、長年かけて蓄積してきた球磨川河口干潟における野鳥の飛来数の変

動を用いてご説明いただくなど、美しい写真やイラストを交えて野鳥の研究をご紹介をいただきました。

話を聞いたユースたちは、野鳥への関心を深めただけではなく、高野先生からにじみ出る探求心や、データーの取

り方、まとめ方、卓越した発表の手法など、普段から研究発表の場に立っているユースだからこその発見があったよ

うです。



参加した高校生の声　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　

（自然観察会の感想）

・鳥の観察や生物の観察ができ良い経験になった。

・こんなにもたくさんの鳥たちが生まれ育った八代へ渡ってきているんだと驚くと同時に感動した。

・人から聞いて知識として知っておくのと、自分の目で実際に見て経験するのとでは全く違うんだなと実感した。

・少しじっくり見たりお話を聞いたりしたかった。

（講話・交流会の感想）

・頑張っている同世代の人たちと交流できて良い刺激になった。

・講話はお二方とも面白く、たいへん勉強になりました。

・行政からの環境へのアタックと、それを支えるフィールドのプロの方々、どちらか一方だけでは成り立たないのだな

と実感。

＜団体概要＞

団体名　　 ：九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センター

URL ：https://umitsunagi.jp/

活動内容　 ：九州大学うみつなぎは、中高生に対する海洋教育を通じて国際的に活動できる「海の精鋭」を

育成する活動を行っています。日本財団・海と日本プロジェクトの補助事業として、九州大学

が主催し、九州を中心とした各学校・関連団体・沿岸地域との協力体制を築きつつあります。

「海の総合知」を目指し、特に海洋ごみ問題に積極的に携わり、地域から国内、国際をつなげ

ています。磯焼け、漂着生物、海洋地形もテーマです。

日本財団「海と日本プロジェクト」

さまざまなかたちで日本人の暮らしを支え、時に心の安らぎやワクワク、ひらめきを与えてくれる海。そんな海で進行している

環境の悪化などの現状を、子どもたちをはじめ全国の人が「自分ごと」としてとらえ、海を未来へ引き継ぐアクションの輪を広

げていくため、オールジャパンで推進するプロジェクトです。

https://uminohi.jp/

＜お問い合わせ先＞

団体名：九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センター　　　担当者：木下・清野

電話番号：092-802-3437　　メールアドレス：contact@umitsunagi.jp

https://umitsunagi.jp/
https://uminohi.jp/

